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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績等の動向に踏まえ、平成 29年 1 月 11 日付けで公表した平成 29 年 2 月期（平成 28 年 3 月 1

日～平成 29 年 2 月 28 日）の通期業績予想を、下記のとおり修正いたししましたので、お知らせいたしま

す。 

 

記 

 
１．連結業績予想数値の修正等について 

平成 29 年 2 月期通期（平成 28 年 3 月 1 日～平成 29 年 2 月 28 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する  

当期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

14,800
百万円

100
百万円

30
百万円 

35 
円 銭 

2 82 

今回修正予想（Ｂ） 14,578 72 20 △ 61 △ 4 99  

増減額（Ｂ－Ａ） △ 221 △ 27 △ 9 △ 96 － 

増減率（％） △ 1.5 △ 27.7 △ 31.8 － － 

(ご参考)前年同期実績 

(平成 28 年 2 月期） 
13,997 283 182 88 7 18 

 
２．修正等の理由 

（連結） 

売上高につきましては、本年度完成・引渡し予定であった一部の物件で遅延が生じ、売上計上が

来年度にずれ込むこととなったため、前回予想を若干下回る見込みであります。 

  営業利益と経常利益につきましては、売上高の項目で記載した物件の期ズレにより、予想収益が

減少したことにより前回予想に対して利益減少となる見込みであります。親会社に帰属する当期

純損益につきましては、前述の影響に加え、当社と連結子会社における平成 29 年 2 月期および今

後の業績動向を勘案し、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、回収可能性のスケジュ

ーリングが不透明な部分について、繰延税金資産の一部取り崩しを行うため、当初予想を 96 百万

円下回り 61 百万円の純損失になる見込みであります。 

 

  



 

 

３．平成 30 年 2 月期の業績予想について 

平成 30 年 2 月期の業績予想につきましては、本年 4 月 14 日の決算発表時に公表いたします。 

 

４．期末配当金について 

期末配当金につきましては、1 株につき普通配当 5 円（中間配当金なし）としておりますが、前述の

業績も加味して検討中であるため、金額に変更のある場合につきましては、速やかに開示いたします。 

 

※ 上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業績は、今後

様々な要因により予想地と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


